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平成30年10月 第214号

新潟県電気工事工業組合

『や わ ら ぎ』
撮影場所・撮影日／佐渡市佐渡金山宗太夫坑　平成 28 年 9 月
【コメント】
　佐渡金山では、金銀を多量に含む黒い縞模様の「富鉱帯」と呼ばれる鉱脈が発
見されると、前途を祝して「間歩（まぶ）開き」という祝いの儀式が開かれる。　
儀式では、採掘を請負った山師と採掘現場を取り仕切る金児（かなこ）が見守る
なか、江戸時代から伝わる独特の神事の謡い「やわらぎ」が演じられる。
　「やわらぎ」は、山の神の心を和らげるとともに、鉱脈が軟らかくなることを祈
り、手掘り採掘が容易で安全に行われますようにとの、金穿大工達の願いが込め
られている。
　金山の一日も早い世界遺産登録を、切望してやまない。

撮影者／新潟県電気工事工業組合　県本部　事務局
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新潟県電気工事工業組合

「創立 70 周年記念誌　～社会のニーズに応えつづける 和と力～」を発刊

　新潟県電気工事工業組合は平成 30 年度に創立 70 周年を迎え、去る 6 月 5 日（火）
に ANA クラウンプラザホテル新潟において創立 70 周年記念事業（記念講演会、記
念式典／祝賀会）を開催いたしました。（記念事業の詳細は先の県電だより平成 30
年 7 月号をご覧ください。）
　また、この度、創立 70 周年記念事業の一環として「創立 70 周年記念誌 ～社会の
ニーズに応えつづける 和と力～」を発刊いたしました。（発刊日：平成 30 年 10 月 1 日）
　当工組では、昭和 53 年の創立 30 周年時、平成 10 年の創立 50 周年時にそれぞれ
記念誌を発刊しており、今回発刊の創立 70 周年記念誌は過去 2 冊の記念誌との継
続性を持たせ、創立 50 周年以降の平成 10 年度から平成 30 年 8 月までの約 20 年間
の組合の歴史と事業を中心に記録としてまとめ、また、組合活動の起点となる 13
支部の紹介ページにも重点を置き編纂いたしました。
　組合員の皆様方、関係各位よりご高覧いただければ幸いに存じます。
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２．平成30年度高校生ものづくりコンテスト開催　……………………………………………………… 3
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10．危険物取扱者試験（3月分）・消防設備士試験（3月分）　………………………………………… 17

11．組合の保険って?!　平成30年度　～団体傷害保険　年度更新～　 ………………………………… 18

【表紙写真募集】
・県電だより年間発行予定：1月1日、4月1日、7月1日、10月1日　　（年4回発行）
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　当工組では 8月の電気使用安全月間運動の一

環として、7 月 24 日に平成 30 年度の電気使用

安全啓発キャラバンの重点地域である三条支部

管内で、県本部から小林理事長、横田副理事長

並びに齊藤技術委員長、三条支部から本間支部

長、関川副支部長、並びに坂上支部技術委員長、

及び事務局 3名の総勢 9名でキャラバン隊を編

成して、田上町に佐野町長、加茂市に小池市長、

三条市に國定市長、並びに東北電力㈱県央営業

所に中沢所長、東北電力㈱県央電力センターに

赤田所長をそれぞれ訪問し、本月間運動につい

て趣意書を手渡して協力を要請した。それぞれ

の訪問先では、夏場に多く感電事故が発生する

との説明に関心を示され、普段何気なく使って

いる電気の安全使用の重要性について、あらた

めて認識いただいた。

　また、8 月 3 日には小林理事長、吉田副理事

長、横田副理事長、齊藤副理事長、並びに齊藤

技術委員長、及び事務局の 7名で、安全月間運

動を後援いただいている新潟県庁に花角知事、

NHK 新潟放送局に矢野局長、東北電力㈱送配

電カンパニー新潟支社に小島支社長、並びに東

北電力㈱新潟支店に長塚新潟支店生活提案部長

を訪問して、それぞれ趣意書を手渡し、電気使用

今年の重点地域三条支部管内を電気安全啓発キャラバン隊が巡回

昨年度に引続き感震装置・避雷器取付推進運動を展開！

田上町長に趣意書を手交

加茂市長を表敬訪問

　本年も 8月 1日から 31 日までの１ヶ月間、「電気使用安全月間（経済産業省主唱）」が全国

で一斉に実施された。

　本運動も本年で 38 年目を迎え、当工組では電気安全啓発キャラバン隊を編成して、県庁・

NHK新潟放送局・東北電力㈱新潟支店等を訪問したほか、本年度の重点地域である三条支部

関係機関を訪問して、地域社会に視点をおいた電気使用安全に関する啓発並びにPRを行った。
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安全月間運動について理解と協力を要請した。

　なお、新潟県庁では、高倉県議会議員（工組

政治連盟相談役）に同席いただき、近年、地震

災害が類発しているなかで、地震災害時の火災

発生の大半を占める通電火災を防止するため、

業界をあげて感震装置の取付推進に取組んでい

る旨、小林理事長より花角知事に説明を行い、

花角知事からはその必要性に理解を示された。

　また、感震装置・避雷器取付推進運動も 5 年

目を迎え積極的に展開し、重点地域の三条支部

管内で約 15,000 枚のチラシを配布して電気事

故の未然防止を呼びかけるなど、多彩な行事を

実施した。

　一方、各支部でもそれぞれの地域の実情にあ

わせた支部独自の企画のもと、「一般家庭を主

軸にした活動」を全面的に展開し、PR リーフ

レット、チラシ、ウチワ等を一般需要家に配布

し、電気の安全使用についてのPRにつとめた。

三条市長に趣意書を手交 電力県央営業所所長・県央電力センター所長に趣旨説明

県本部キャラバン隊 電力送配電カンパニー新潟支社長・新潟支店部長に趣旨説明

NHK新潟放送局長に趣意書を手交 新潟県知事を表敬訪問
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　本年度は新潟工業高校、長岡工業高校、柏崎
工業高校、並びに上越総合技術高校の参加 4校
からそれぞれ 2名、合計 8名の選手が出場して、
2時間 20分（延長時間 10分）の競技時間で課題
に基づき、指定された作業板の上に屋内配線工
事を施工して、その技術の優劣が競い合われた。
　競技では選手全体に金属管曲げや平行配管に
手こずる様子が見受けられ、競技時間内で作業が
完了したのは出場選手 8名のうち2名であり、延
長時間内で完了したのは 3名、未完は 2名であっ
た。作業のスピードと見栄え・正確さは、日頃の
練習の賜であることが証明された結果となった。
　なお、大会では新潟県電気工事工業組合上越
支部技術委員 3名が審査員を務め、採点基準に

基づき厳正な審査が行われた。審査の結果、1
位には高橋 睦月選手（長岡工業高校 3年）、2位
には小林 拓希選手（新潟工業高校 3年）、3位に
は藤澤 凌選手（上越総合技術高校 3年）が入賞
し、1位の高橋選手と 2位の小林選手は、9月 2
日に石川県で行われる北信越大会に県選出代表
として出場することとなった。
　大会を振り返り、競技ブース内の整理整頓に
努力を要する等のいくつかの課題が見受けられ
たが、それらにもまして、限られた競技スペー
スのなかで、夏休み返上で汗まみれで取り組ん
だ選手諸君の奮闘に、賛辞を贈りたい。
　また、大会関係者・引率の教師の方々、大変
ご苦労様でした。

平成30年度 高校生ものづくりコンテスト開催

墨出し作業

競技風景サドル取付け作業

金属管曲げ作業

　去る 8月 8日（水）、上越総合技術高校において「高校生ものづくりコンテスト　電気工事
部門新潟県大会」が開催された。本大会は各工業高校で取り組んでいる「ものづくり」の学習
効果の発表の場として、技術・技能を競い合う大会で、毎年度、県内工業高校の持ち回りで開
催され、本年度で 18 回目を迎える。
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　9 月 8 日、東北七県電気工事組合連合会（以
下、東北七県）主催の第 1 回電気工事技能競技
東北大会（以下、東北大会）が、宮城県・宮城
職業能力開発促進センター（ポリテクセンター
宮城）で開催され、今大会は、全日本電気工事
業工業組合連合会（以下、全日電工連）が平成
26 年度より開催した「電気工事技能競技全国大
会」の東北ブロック予選会の位置づけで、本年
度より開催する運びとなった。
　当工組選出の小嶋一彦選手（本間電機工業㈱・
三条支部）をはじめ東北各県から選ばれた精鋭
7 名の選手が出場し、日頃研鑽した技能を競い
合いました。会場には、組合員、青年部、御来
賓など約 250 名が応援・見学に駆け付け、当工

組からも役員・組合員、青年部、組合関係者な
ど約 20 名が参加した。
　競技は電気工事技能競技全国大会の課題を基
本とし、技能競技（180 分）（※特例で 15 分の
延長を認める）と学科競技（30 分）の総得点で
競われる。技能競技の競技パネル（幅 1800㎜×
高 1800㎜）に屋内配線を想定し、100V 並びに
200V工事で金属配管工事、合成樹脂管工事、ビ
ニール外装ケーブル工事及び弱電工事（LAN・
電話配線工事・住宅警報器工事）を課題とする。
　技能競技と学科競技も含めた審査の結果、見
事、金賞に輝いたのは当工組選出の小嶋 一彦選
手（本間電機工業㈱・三条支部）。銀賞には、岩
手県工組選出の佐

さ

々
さ

木
き

隼
はやと

選手（日興電気㈱）。
銅賞には、福島県工組選出の曳

ひき

地
ち

道
みち

弘
ひろ

選手（㈲
サン電工）。
　上位 3 名は、11 月 30 日に東京・両国国技館
で開催される全日電工連主催の第 3 回電気工事
技能競技全国大会へ出場することが決まった。
当工組選出の小嶋一彦選手のご健闘に敬意を表
しますとともに、今大会の開催にご尽力されま
した関係者の皆様、大変有難うございました。
引き続き、組合員皆様方からのご支援ご声援を
宜しくお願い致します。

第１回 電気工事技能競技東北大会
『翔たけ、東北七県電気工事士の未来へ！』
金賞 小嶋一彦 選手（本間電機工業㈱・三条支部）
第 3 回 電気工事技能競技全国大会出場決定！！

機器への接続作業

競技風景メタルモールボックス施工作業
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▼電気安全東北委員会委員長表彰

― 個人の部の電気保安関係
永年勤続者の部― 

　三浦電機株式会社
　　代表取締役会長
　　　　小名　隆一　氏
 （新潟支部）

平成 30 年度

　9月5日（水）午前 11時より、仙台市の仙台国
際ホテルにおいて、経済産業省　関東東北産業保
安監督部東北支部長の出席のもと「平成 30 年度
電気保安功労者表彰式」が挙行され、電気保安の
確保に顕著な功績のあった事業場及び個人を表彰
した。
　当工組より、個人の部の電気保安関係永年勤続
者の部で三浦電機株式会社　小名隆一氏が永年
にわたり電気保安の確保に顕著な功績があったと
して表彰された。

電気保安功労者表彰

平成 30 年度

　7月 26日（木）午後 1時 30 分より、ANAク
ラウンプラザホテル新潟において、第 52回新潟
県建設業労働災害防止大会が開催され、席上表
彰式が挙行された。
　当工組より、優良事業場の部で株式会社魚沼
電子、個人功績の部で小越隆氏が各々永年に
わたり事業場等の労働安全確保に顕著な功績が
あったとして表彰された。
　また、職長の部で高村洋氏が永年にわたり事
業場の安全衛生の向上に顕著な功績があったと
して表彰された。

▼優良事業場賞

　株式会社　魚沼電子

　　代表取締役社長

　　　　猪俣　光夫　氏

 （小千谷支部）

建 災 防 表 彰

▼個人功績賞

　小越電気株式会社

　　代表取締役社長

　　　　小越　　隆　氏

 （長岡支部）

▼職　長　賞

　株式会社　橋本電気商会

　　　取締役

　　　　高村　　洋　氏

 （燕支部）
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「担い手確保」に関するアンケート結果（抜粋版）
　総務委員会担い手部会では、今後の事業運営の参考として平成 30 年 1 月に組合員の皆様に
「担い手確保」に関するアンケートを実施しました。ここでは、抜粋版ではありますがご回答
いただいた結果をとりまとめましたのでご紹介いたします。

376 社からご回答いただきました。実労組合員数に対する割合は 46%でした。

１．組織形態について
　個　　人　 　65 社
　有限会社　 　112 社
　株式会社　 　195 社
　そ の 他　 　3 社
　無 回 答　 　1 社

３．人材確保の状況
　【熟練工】
　　確保している　 　149 社
　　不足している　 　165 社
　　その他　 　20 社
　　無回答　 　2 社

　【若手技術者】
　　確保している　 　90 社
　　不足している　 　227 社
　　その他　 　23 社
　　無回答　 　36 社

２．後継者について
　有り（親族）   159社
　有り（親族以外）   34社
　無し　 　105 社
　未定　 　77 社
　無回答　 　1 社

個人
17%

有限会社
30%

株式会社
52%

その他
1%

有り
（親族）
42%

有り（親族以外）
9%

未定
21%

なし
28%

ご回答いただい
た事業所は、株
式会社、有限会
社が 80％を超
えました。

熟練工の不足も半数ですが、若手技術者不足は３分の２を
超え、より深刻な状況であることがうかがえます。

後継者有り、
及び無し・未
定が半数を占
めています。

■確保している　■不足している　■その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

45% 49% 6%

26% 67% 7%

熟練工

若手技術者

■ 　■ 　■
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４．採用状況（募集頻度）
　　毎年　 　97 社
　　2年毎　 　4 社
　　3年毎　 　2 社
　　決まっていない　 　220 社
　　その他　 　17 社
　　無回答　 　36 社

５．採用者（複数回答）
　　新卒者（高校）　 　113 社
　　新卒者（訓練校等）  　128 社
　　中途採用　 　225 社
　　その他　 　48 社
　　無回答　 　88 社

６．求人方法（複数回答）
　　教育機関で募集　 　58 社
　　ハローワークで募集　 　23 社
　　決まっていない　 　125 社
　　その他　 　38 社
　　無回答　 　20 社

７．若手従業員の定着率
　　問題はない　 　182 社
　　 定着率が低く必要な技術者が
　　確保できない　 　113 社
　　その他　 　36 社
　　無回答　 　45 社

毎年
28%

2,3年毎
2%

決まって
いない
65%

その他 
 5%

新卒
（高校）

22%

新卒
（訓練校）

25%

中途採用
44%

その他 9%

教育機関
13%

ハローワーク
50%

決まって
いない
28%

その他
9%

問題なし
55%定着率低い

34%

その他 11%

決まっていないが65%を
占め、毎年募集は 28%、
採用していない、したい
ができていない等は 5%
でした。

新卒者（高校・訓練校等）、
中途採用者がそれぞれ半
数を占めています。

ハローワークを利用する
事業所が半数、決まって
いないが 4分の 1となり
ました。

問題ないが55%を占める
一方、定着率が低く必要
な技術者が確保できない
が 34% を占めました。
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８．若手従業員の離職理由（複数回答）
　　仕事の内容　 　92 社
　　給与　 　50 社
　　休日　 　33 社
　　人間関係　 　65 社
　　その他　 　4 社
　　無回答　 　126 社

仕事の内容
28%

休日 10%

その他
26%

給与
16%

人間関係
20%

仕事の内容が 28%、
人間関係が 20% と続
きます。

　最後になりますが、アンケート回答にご協力いただいた組合員様ありがとうございました。
全てのアンケート調査結果につきましては
組合員の方は「サイボウズ → ファイル管理 → 担い手確保に関するアンケート調査フォルダ」

⇨  　　⇨　　　　　　　　　　　でご覧いただけます。

　組合専用グループウェア「サイボウズ」の全組合の方のユーザー登録が完了いたしましたの
で、この機会に PC やスマートフォンから是非一度サイボウズを開いてみてください！サイボ
ウズへは組合 HP から入れます。「サイボウズって何？」「パスワードを忘れた」という方は、
所属支部又は本部（025-229-4101 西村・村山）までお問い合わせください。 

　昨年度より総務委員会 IT 部会で導入について検

討してまいりましたが、このたび、本部及び全 13 支

部にWEB会議システム導入が完了しました。

　7月 5日には総務委員会 IT部会をWEB会議にて

開催し、本部と燕支部、長岡支部を繋いで行われました。

　参加した委員からは「非常にスムーズで、音声・画像共に

乱れもなく会議に集中できる」「本部への移動時間の短縮だ

けでなく、慣れていけば会議時間の短縮

も期待できる」といった感想が聞かれ、

大変好評のうちに終了いたしました。

　今後、会議だけでなく柔軟に、様々な

面で活用していきたいと考えておりま

す。

WEB会議システム
導入しました !
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　5 月 25 日、上越支部総会と創立 70 周年記念
式典を行いました。特に今回は記念講演としま
して、元読売ジャイアンツの加藤　健様を講師
としてお迎えし『捕手としてのコミュニケーション
術～3つの力で生き抜いたジャイアンツ18年間
の経験から～』として、貴重な体験談をお話頂
きました。また、懇親会にもご参加いただき、最
後まで沢山の人だかりができていました。

　7月12日には上越電気工事安全協議会の安全
大会・総会が行われ、上越労働基準監督署の上
田署長よりご講話を頂きました。そのお話の内
容は、災害の事例をはじめ災害撲滅に関しての
取り組み等に加え、それに関連しての働き方の
問題、人口減少の具体的な数字など、多岐にわ
たり非常に興味深い内容でした。
　8月1日には電気使用安全月間の取り組みとし
まして、（一財）東北電気保安協会高田事業所よ
りお声掛け頂き、東北電力㈱上越電力センター
と3事業所合同でPR活動を行っています。イオ
ン上越店にてうちわ配りを行い、電気の安全使
用を呼びかけました。
　8 月 8 日は地元上越総合技術高等学校にて
『ものづくりコンテスト新潟県大会　電気工事部
門』が行われ、上越支部技術委員会にて審査員
として参加しております。今回、上越総合技術
高等学校へはコンテスト用に腰道具一式を寄贈
し、組合員の皆様より使わなくなった資材を練
習用としてご提供いただいています。

　話は変わり、この夏も上越市近郊では様々な
お祭りがおこなわれていますが、その中で大きな
お祭りの一つに『上越まつり』があります。
　上越まつりは高田祇園祭と直江津祇園祭とを
合わせ毎年 7日間で行われ、今年も 7月 23 日の
前夜祭から29日まで開催されました。前半の高
田祇園祭では民謡流しが行われ、上越周辺の多
くの企業や団体が参加しています。後半の直江
津祇園祭では、上越まつりのクライマックスを
迎え、神輿が関川を船で下り直江津で屋台の万
灯と花火で迎えられます。川辺に映る屋台の灯
と祭囃子とがあいまって、賑やかで幻想的な雰
囲気を醸しだしています。『神輿の川下り』は受
け継がれてきた歴史とともに、風情ある姿を今
でもとどめています。

上 越 支 部

上越支部の活動と地域の出来事

70周年記念講演会講師の加藤健様

上越総合技術高等学校へ工具寄贈

直江津祇園祭

民謡流し
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　今年は魚沼地域も大変な暑い夏でした。その
夏を締めくくるような大会が 9月 2日（日）に
地元「浦佐」で行われた「浦佐温泉耐久山岳マ
ラソン・健康歩こう大会」です。
　この大会は今年でなんと 32 回目を迎え、全
国からコアな参加者が集まる大会となっていま
す。実はこの 9月の第一日曜日は佐渡で開催さ
れる「トライアスロン」とぶつかっているので
すが、それでも参加者は 1,600 人を超えて毎年
参加している常連の方も大勢居ます。
　最近では各地でトレイルランが開催されて
ブームになっていますが、その遥か前からこの
大会は開催されていて根強い人気があります。
佐渡のトライアスロンより古いんです。
　大会は 1周 21 キロ、高低差 375mの山岳コー
スで、1 周の部、2 周の部、1 周の歩こうの部、
の 3 つの部があり、1 周のハーフマラソンは男
子 6年齢世代別、女子は 4年齢世代別でそれぞ
れ 6 位まで表彰。2 周フルマラソンは男女とも
6 位まで表彰。健康歩こう大会の完走者全員に
完走時間を記入した完走証を渡しています。
　この大会の特徴は、運営がほぼすべて地元の
ボランティアスタッフによって運営されている
点です。受付、各給水所、決勝係、各監察係、
ゴールした後のスイカの提供係、その他のス
タッフほぼすべてが地元の住民であり、ボラン
ティアで参加しているのです。
　そしてその運営が昔ながらの「アナログ」な

大会であることも特徴の一つです。最近は IC
チップによるタイム測定が主流ですが、この大
会は 32 年前からそれぞれの年齢ごとにゴール
ゲートを設けて、一人ひとりチェッカーで計っ
ていますし、受付も送られた葉書によってゼッ
ケンと T シャツと昼食券を渡すという、昔な
がらのやり方で行っています。そして走った後
は温泉に入れて、五目御飯とトン汁の昼食、八
色スイカの食べ放題が付いています。それらの
温かいおもてなしが過酷なコースを走ったラン
ナーを癒してくれて、リピーターが増えるのだ
と思います。人と人のかかわりが薄れていく世
の中、こんな手作り的な大会があっても良いの
ではと思います。
　健脚に自信のある方、一度浦佐の「耐久山岳
マラソン」を走ってみてはいかがですか。 「走
るのは無理」という方は、 「健康歩こう」の部に
出てみてください。きっと「アナログ」な大会
に癒されますよ。

魚 沼 支 部

アナログな大会
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　7月 21日第3回東北七県電気工事組合連合会
青年部会員大会が福島県郡山市の郡山ビューホ
テルアネックスにおいて、当工組からは小林理
事長、青年部 37 名、事務局の総勢 39 名を含む、
総勢約 240 名が参加し、盛大に開催されました。
　大会スローガン「集え !東北の仲間たち～ 10
年後を創造し、電気工事（わたしたち）の未来
を切り拓こう～」のもと、式典、各県事業活動
報告、意見交換会、懇親会が行われました。今
大会での当工組青年部の活躍としましては、第
1 部式典では直前会長表彰ということで、前七
県青年部会長の品田史夫県青年部顧問が表彰さ
れました。第 2部七県事業活動報告では、齊藤
県青年部会長が新潟県の活動について発表し、

今後の青年部減少数の予測を示したデータは会
場にちょっとした衝撃（!）を与
えました。
　第 3部意見交換会では、初め
に全日青年部提言書の説明を
品田県青年部顧問が行った後、
「10 年後の電気工事のあり方・
電気工事組合のあり方」をテー
マに行われ、全 24 テーブル中、
座長書記は当工組青年部から
は合わせて 20 名（10 テーブル）
が務め、発表も 4 テーブル中 3

テーブルが新潟県の座長が行いました。また、懇
親会で催された利き酒大会は惜しくもハズれて
しまいましたが、最後中締めには、次回開催県
として新潟県参加者が全員登壇し、齊藤県青年
部会長がご挨拶させていただきました。

　次回 2年後に新潟県内でこの会員大会が開催
されることを見据え、今回参加した会員それぞ
れに感じたことを踏まえ、青年部一丸となり次
回の大会を盛り上げたいと思います。
　七県青年部理事の皆様、開催県実行委員会、福
島県青年部、関係者の皆様、ありがとうござい
ました。ご参加の皆様大変お疲れ様でした。
　次回よろしくお願いします !

県 青 年 部

第３回
東北七県電気工事組合連合会青年部会員大会に参加！
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　私ども村上支部青年部の平成 29 年度並びに

30 年度の活動報告といたしまして、平成 30 年

1 月に視察研修を行い、パナソニック東京汐留

ビルに赴き、一般見学可能なリビングショー

ルームをはじめ、我々業界人のみ見学可能なエ

リアに入場し、見学並びに説明を受け、最新の

商品について学んでまいりました。今後の営業

や施工に繋がる大変充実した研修だったと実感

しております。

　平成30年8月5日には村上プラザ様にて電気

使用安全月間の活動といたしまして電気安全使

用のリーフレット各種と、今回初の試みとして、

組合加盟店の案内地図の配布を合わせて行い業

界のPRを行いました。

　平成 30 年 8 月 18 日には村上市内の神林商工

会青年部様の行う「学んで遊べる職業体験（小

学生向け職業体験）」に参加し、新潟県土木部作

成の建設業仕事紹介リーフレットを配布。

　子どもたちが将来、「なりたい職業（やりたい

仕事）」に新潟県の建設業を選んでもらえるよう

願いを込め、運営協力をさせて頂きました。

　部員数も実働人数も少ない青年部ではありま

すが、自分たちのできる無理のない事業の運営

をこれからも継続し、青年部員間の連携強化、関

係企業様や他団体様との連携強化も計り、大き

な事業ができなくても、必ず生かされる青年部

として活動していきたいと思います。

村上支部青年部

青年部活動報告

Panasonic　視察研修

子供たちの体験事業

PR活動
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　新発田支部青年部では、7月 28 日（土）新発

田中央商店街振興組合と新発田メインストリー

ト商店街振興組合主催のサマーフェスティバル

2018 の中の「はたらく車の展示」というイベン

トの一環で、高所作業車乗車体験を行いました。

　去年に続き 3回目の参加です。台風が近づい

ていましたが、天候ももちこたえ晴天の中行わ

れました。また、開催時間が夕方 5：00 ～夜 9：

00 までだったため、見慣れた昼間の景色とは

違った街灯の灯った普段見ることのない新発田

の街を違った角度からみれて、こどもから大人

までたくさんの方たちに喜んでいただくことが

できました。

　参加した我々も、皆さんの笑顔をたくさん見

ることができて充実した楽しい時間を過ごせま

した。

　これからも、このようなイベントに参加し、

地域の方々にふれあい電気工事をもっとアピー

ルしていきたいと思います。

新発田支部青年部

支 部 活 動 報 告

新発田の街並 高所作業車乗車体験
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　皆さんこんにちは、新津支部青年部です。
　新津支部青年部は現在 11 名で活動しており
ますが、活動の一部を紹介したいと思います。
　8月 3日（金）に
は、毎年恒例行事
となっている「納
涼会」を親支部と
合同で五泉市の
ガーデンホテル
『マリエール』にて
行いました。
　今年は例年にな
い猛暑も手伝い仕
事も忙しい中、参
加していただいた
皆さんで楽しくお
酒をいただきました。
　8月 22 日（水）組合会議室にて役員会を行い
ました。
　今年度の残りの活動計画を会議している様子
です。空調設備が劣化していたため、暑い中では
ありましたが役員全員で意見を出し合いました。
　また、青年部の活動の一つに保護具、防具の
耐圧試験を年 2回実地しております。

　現在の組合耐圧試験実地会場は、悪天候だと
検査に大変不自由しておりましたが、9 月に完
成する㈲ NEW（組合）新社屋では、試験の方
もスムーズに実地できると思われます。青年部
員数の減少により、平成 30 年度秋の試験から
は、引込線工事会
社㈲ NEW で行う
ことになりました。
　新津支部青年部
は毎年部員数が減
少しておりますが
チームワークを大
切に、そして未来
ある電気工事業界
を求めて活動して
いきたいです。

新津支部青年部

8 月 の 活 動

役　員　会

納　涼　会 ㈲NEW（組合）新社屋
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組 合 員 の 異 動
平成30年 8 月理事会承認分

日　 付 支　部

H30．8．30 新　規 新　潟 ㈱明興電機

H30．8．30 新　規 長　岡 ㈱宝電工

平成30年 8 月理事会報告分
日　 付 支　部

H30．4．27 脱　退 燕 ㈱つばでん

H31．3．31 脱　退 三　条 山下電気商会

組 合 員 の 変 更
平成30年 7 ～ 9 月組合受付分

支 部 事　 務　 所 変更箇所 変　 更　 前 変　 更　 後

新 潟
晃 生 電 工 ㈱ Ｆ Ａ Ｘ 0 2 5 - 2 6 3 - 4 5 3 1 0 2 5 - 2 6 2 - 1 4 9 5

小 林 電 設 工 業 代 表 者 小 林 一 三 小 林 佳 人

新 津
㈱ デ ン コ ー 住 所 〒959-1821 〒959-1811

五 泉 市 赤 海 2-4-16 五泉市三本木字早出 3162

燕 久 住 電 設 ㈲ 代 表 者 久 住 六 郎 久 住 直 樹

長 岡
㈱ 近 藤 電 設 工 業 商 号 ㈲ 近 藤 電 設 工 業 ㈱ 近 藤 電 設 工 業

代 表 者 近 藤 敏 雄 遠 山 知 行

小 千 谷 上 村 電 機 商 号 ㈲ 上 村 電 機 上 村 電 機
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新潟県電気工事工業組合担当による

第一種電気工事士定期講習のお知らせ

　新潟県電気工事工業組合担当による第一種電気工事士定期講習を下記により開催します。

　新潟県電気工事工業組合が所属する『（一財）電気工事技術講習センター』にご登録
していただいている方につきましては、受講時期に合わせてご自宅へ「講習申込書」と「会場一覧表」が

郵送されます。ご登録いただいていない方にはご案内がいきませんので必要な方は当団体に登録をお願い

いたします。　

【問い合わせ先】　新潟県電気工事工業組合　
　　　　　　　　　〒951－8068　新潟市中央区上大川前通₆－1203　TEL 025－229－1587

平成30年度　第一種電気工事士定期講習会開催（決定分）

開　催　日 会　　　　場
平成30年11月₂日（金） 新潟ユニゾンプラザ 4階　大研修室
平成31年₂月22日（金） 新潟ユニゾンプラザ 4階　大研修室

₂月27日（水） 燕三条地場産センター メッセピア 5階　総合研修室
₃月15日（金） 新潟ユニゾンプラザ 4階　大研修室

きれいな電波で豊かなくらし。

10月1日から10月31日まで、 受信環境クリーン月間 です。

信越受信環境クリーン協議会では、テレビやラジオをきれいな画面や音声でお楽しみいただけ

るよう受信障害に関するご相談を受け付けています。

テレビやラジオの受信障害でお困りの方は、お気軽にお問い合わせください。

＜問合せ先＞　信越受信環境クリーン協議会事務局　TEL 026－234－9991　FAX 026－234－9999
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新潟県電気工事工業組合

「創立 70 周年記念誌　～社会のニーズに応えつづける 和と力～」を発刊

　新潟県電気工事工業組合は平成 30 年度に創立 70 周年を迎え、去る 6 月 5 日（火）
に ANA クラウンプラザホテル新潟において創立 70 周年記念事業（記念講演会、記
念式典／祝賀会）を開催いたしました。（記念事業の詳細は先の県電だより平成 30
年 7 月号をご覧ください。）
　また、この度、創立 70 周年記念事業の一環として「創立 70 周年記念誌 ～社会の
ニーズに応えつづける 和と力～」を発刊いたしました。（発刊日：平成 30 年 10 月 1 日）
　当工組では、昭和 53 年の創立 30 周年時、平成 10 年の創立 50 周年時にそれぞれ
記念誌を発刊しており、今回発刊の創立 70 周年記念誌は過去 2 冊の記念誌との継
続性を持たせ、創立 50 周年以降の平成 10 年度から平成 30 年 8 月までの約 20 年間
の組合の歴史と事業を中心に記録としてまとめ、また、組合活動の起点となる 13
支部の紹介ページにも重点を置き編纂いたしました。
　組合員の皆様方、関係各位よりご高覧いただければ幸いに存じます。

目　　　次
１．電気使用安全月間運動　………………………………………………………………………………… 1

２．平成30年度高校生ものづくりコンテスト開催　……………………………………………………… 3

３．第１回 電気工事技能競技東北大会　 ………………………………………………………………… 4

４．電気保安功労者表彰・建災防表彰　…………………………………………………………………… 5

５．「担い手確保」に関するアンケート結果（抜粋版）　………………………………………………… 6

６．各支部だより　…………………………………………………………………………………………… 9

７．各青年部だより　………………………………………………………………………………………… 11

８．組合員の異動・変更　…………………………………………………………………………………… 15

９．第一種電気工事士定期講習のお知らせ　……………………………………………………………… 16

10．危険物取扱者試験（3月分）・消防設備士試験（3月分）　………………………………………… 17

11．組合の保険って?!　平成30年度　～団体傷害保険　年度更新～　 ………………………………… 18

【表紙写真募集】
・県電だより年間発行予定：1月1日、4月1日、7月1日、10月1日　　（年4回発行）
・写真の現物あるいはデジタルカメラで撮影したデータを、発行日の1ヶ月前までに下記までお送り下さい。

記
　　〒951-8068　新潟市中央区上大川前通6番町1203　新潟県電気工事工業組合　TEL　025－229－4101
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新潟県電気工事工業組合

『や わ ら ぎ』
撮影場所・撮影日／佐渡市佐渡金山宗太夫坑　平成 28 年 9 月
【コメント】
　佐渡金山では、金銀を多量に含む黒い縞模様の「富鉱帯」と呼ばれる鉱脈が発
見されると、前途を祝して「間歩（まぶ）開き」という祝いの儀式が開かれる。　
儀式では、採掘を請負った山師と採掘現場を取り仕切る金児（かなこ）が見守る
なか、江戸時代から伝わる独特の神事の謡い「やわらぎ」が演じられる。
　「やわらぎ」は、山の神の心を和らげるとともに、鉱脈が軟らかくなることを祈
り、手掘り採掘が容易で安全に行われますようにとの、金穿大工達の願いが込め
られている。
　金山の一日も早い世界遺産登録を、切望してやまない。

撮影者／新潟県電気工事工業組合　県本部　事務局
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